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   Ⅰ．巻頭言    
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 中部大学創発学術院（英文名：Chubu University Academy of Emerging Sciences、

英文略称：CUAES）の年報をお届けします。中部大学は平成 26 年に開学 50 周年

を迎え、学園として新たなる活躍の時代に入りました。新たな試みとして、これ

までの「総合大学への道」から「開かれた世界レベルのサステナブル大学」を目

指した大学改革を進めています。その一環として、新たに学術の創発を掲げた学

内外に開かれた高度な研究の場として「創発学術院」を創設しました。「卓越した

研究者を学内外から集めて、既存の領域を超えた、新しい学問の開拓と発信を中

部大学からしていきたい」という趣旨です。創設 1 年ほど前から、京都大学の松

沢哲郎教授を介して、山極壽一京都大学総長との間で、中部大学と京都大学の総

長間で両大学の間の新しい形の連携を模索しました。それを形にしたものが、こ

の創発学術院です。組織として、京都大学は高等研究院（森重文院長）、そのカウ

ンターパートとして中部大学は創発学術院を、いずれも総長特区として平成 28 年

4 月 1 日付で同時に設置することになりました。6 月 2 日には、本学で開所記念式

をおこなうとともに、中部大学創発学術院と京都大学高等研究院のあいだで正式

な連携協定書を取り交わしました。 

 「創発」とは、物理学や生物学などで使われる用語であり、部分の性質の単純

な総和にとどまらない特性が、全体として現れるという意味で使われます。自律

的な要素が集積し組織化することで、個々のふるまいを凌駕する高度で複雑な秩

序やシステムが生じる現象、あるいは状態だともいえます。自律的な要素を、

「個々の研究者」とし、高度で複雑な秩序やシステムを、「新しい学術分野」と読

み替えてください。創発学術院は、「国際連携および先端萌芽のための高度な研究

組織」です。中部大学の不言実行の精神のもと、新たな学術の創発を目指しま

す。卓越した研究者を学内外から集め、既存の学問領域を超えた、新しい学問の

開拓と発信をしていきます。 

 大学という学びの場では、優れた研究こそが最良の教育だといえます。そこで

「創発セミナー」を開催し、異なる分野を専攻する学生、研究者間の意見交換の

場としています。学内外の有志に自発的に参加してもらうというスタイルのもと

で、28 年度は 4 度開催しました。創発学術院は、真に学びたい者が学問の先端に

触れ、学問の創発にかかわる機会をつくっていきます。この他にも、創発セミナ

ーに比べより専門性の高い講義をする「学術レクチャー」、学内外に対する目に見

える貢献として、「創発シンポジウム」も開催しています。 

創発学術院では、私学と国立大学という異なる組織間での学生、研究者の自由

な交流ができる基盤整備に力を入れています。国内外の叡智が集結する京都大学

高等研究院と連携することで、両機関の強みを相互に強化することを目的に学術

交流協定を締結しました。本協定により、研究者および教員の交流、先端萌芽研

究および国際連携に関わる情報の交換、共同研究、教育および文化的プログラム

の共同実施が可能となりました。この京都大学高等研究院の他にも、現在、国内

外の研究機関との連携を強化し、分野横断型の新たな学術の創発をめざすべく活

動しています。中部大学の良き伝統を受け継ぎ、さらなる創意工夫を加えて、学

内、国内だけにとどまらない国際的な期待に応えるような研究機関になるよう、

いっそうの努力をしたいと思います。皆様のご支援をお願いするとともにご意見

やご助言を賜れば幸いです。 

院長 飯吉 厚夫 
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1. 中部大学創発学術院規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、学校法人中部大学管理運営規則第 10条第 1項の規定に基づき、

中部大学創発学術院（以下「学術院」という。）に関し必要な事項を定める。 

 

（目的） 

第２条 学術院は、中部大学の特色及び強みを活かして新たな学術の創発を目指した

先端萌芽的な研究を推進することを目的とする。 

 

（学術院長） 

第３条 学術院に、学術院長を置く。 

２ 学術院長は、学術院を代表し、その業務を総括する。 

３ 学術院長は、理事長が任命する。 

 

（運営委員会） 

第４条 学術院に、その運営に関する重要事項を審議するため、学術院運営委員会（以

下「運営委員会」という。）を置く。 

２ 運営委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、総長が定める。 

  

（研究科等の教育への協力） 

第５条 学術院は、研究科と協議のうえ、大学院における教育のほか、大学における

教育等に協力することができる。 

 

（事務） 

第６条 学術院に係る事務は、研究推進事務部の協力を得て、事務室において処理す

る。 

 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、学術院の組織及び運営に関し必要な事項は、

学術院長が定める。 

 

   附 則 

この規程は、平成 28年４月１日から施行する。 
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2. 施設配置図 

 

所在地：愛知県春日井市松本町 1200番地 16号館 10階 

 

 

 

（16号館外観） 

 
 

（キャンパス内地図）
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（創発学術院の部屋配置図） 

 

 

（創発学術院オフィススペース） 

 

（創発学術院フリースペース）
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3. 組織 

 

(1) 組織図（2017年 3月 31日現在） 

 

 

院長    

飯吉 厚夫（学校法人中部大学理事長、中部大学総長） 

 

運営委員（順不同） 

松沢 哲郎（運営委員長、京都大学高等研究院特別教授、中部大学創発学術院特別 

招聘教授） 

森 重文（京都大学高等研究院長 特別教授、中部大学創発学術院特別招聘教授） 

石原 修（中部大学副学長、入学センター長、国際センター長） 

山本 尚（中部大学総合工学研究所長、分子性触媒研究センター長 教授） 

 安藤 隆穂（中部大学研究推進機構副機構長 教授） 

福井 弘道（中部高等学術研究所長、GISセンター長 教授） 

津田 一郎（北海道大学理学研究院数学部門教授、中部大学客員教授） 

辻本 雅史（国立台湾大学日本語文学系教授、中部大学客員教授） 

松林 公蔵（京都大学東南アジア研究所名誉教授、中部大学客員教授） 

長谷川 壽一（東京大学大学院総合文化研究科教授、中部大学客員教授） 

矢野 誠（京都大学経済研究所教授、中部大学客員教授） 

土井 隆雄（京都大学宇宙総合研究ユニット特定教授、中部大学客員教授） 

幸島 司郎（京都大学野生動物研究センター長 教授、中部大学客員教授） 

 小谷 高秋（学校法人中部大学管財部長） 

 伊佐治 公浩（学校法人中部大学総務部次長、理事長室次長） 

松田 一希（創発学術院准教授） 

桑畑 裕子（創発学術院特命助教） 
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(2) 職員の内訳 

 

准教授 特命助教 特別招聘教授 客員教授 兼務教員 合計 

1 1 2 7 4 15 

 

 

(3) 職員一覧（2017 年 3 月 1 日現在） 

 

専任教員 

松田 一希 准教授 

桑畑 裕子 特命助教 

 

兼務教員 

飯吉 厚夫 理事長、総長、院長 

山本 尚 中部大学総合工学研究所長、分子性

触媒研究センター長 教授 

安藤 隆穂 中部大学研究推進機構副機構長 教

授 

福井 弘道 中部高等学術研究所長、GIS センタ

ー長 教授 

 

学外教員 

松沢 哲郎 特別招聘教授（コーディネーター） 

森 重文 特別招聘教授（コーディネーター） 

津田 一郎 客員教授 

辻本 雅史 客員教授 

松林 公蔵 客員教授 

長谷川 壽一 客員教授 

矢野 誠 客員教授 

土井 隆雄 客員教授 

幸島 司郎 客員教授 
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4. 予算概況（研究費） 

 

2016 年度（平成 28 年度）文部科学省・日本学術振興会科学研究費助成事業等 

内約一覧（専任教員分のみ） 

 

研究種別 研究代表者 金額 研究課題 

若手研究（A） 松田一希 2,600,000 父系重層社会の解明：テングザ

ル・雄グループの生活史 

挑戦的萌芽研究 松田一希 1,685,100 テングザルの前胃内微生物叢の種

内変異と適応的意義 

研究分担 

（基盤 A） 

松田一希 900,000 遺伝・形態学的手法を利用したア

フリカ産オナガザル科霊長類の採

食戦略の解明 

研究分担 

（基盤 B） 

松田一希 400,000 霊長類の食性と腸内細菌との共進

化 
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5. 人事異動 

 

職名 氏名 年月日 内容 備考 

院長 飯吉 厚夫 2016/4/1 着任 
学校法人中部大学・理事長、中

部大学・総長 

特別招聘

教授 
松沢 哲郎 2016/7/1 

委嘱 

採用 

創発学術院運営委員長、コーデ

ィネーター、京都大学高等研究

院・特別教授との兼任 

特別招聘

教授 
森 重文 2016/7/1 

委嘱 

採用 

創発学術院コーディネーター、

京都大学高等研究院・特別教授

との兼任 

学内兼任 

教授 
山本 尚 2016/4/1 兼務 

中部大学総合工学研究所長、分

子触媒研究センター長 

学内兼任 

教授 
安藤 隆穂 2016/4/1 兼務 中部大学研究推進機構副機構長 

学内兼任 

教授 
福井 弘道 2016/4/1 兼務 

中部高等学術研究所長、国際

GIS センター長 

客員教授 津田 一郎 2016/4/1 委嘱 
北海道大学理学研究院数学部門

教授との兼任 

客員教授 辻本 雅史 2016/12/1 委嘱 
国立台湾大学日本語文学系教

授、京都大学名誉教授との兼任 

客員教授 松林 公蔵 2017/2/1 委嘱 
京都大学東南アジア研究所名誉

教授・連携教授との兼任 

客員教授 長谷川 壽一 2017/2/1 委嘱 
東京大学大学院総合文化研究科

教授との兼任 

客員教授 矢野 誠 2017/2/1 委嘱 

京都大学経済研究所教授、附属

先端政策分析研究センター長と

の兼任 

客員教授 土井 隆雄 2017/2/1 委嘱 
京都大学宇宙総合研究ユニット

特定教授との兼任 

客員教授 幸島 司郎 2017/2/1 委嘱 
京都大学野生動物研究センター

長、教授との兼任 

准教授 松田 一希 2016/4/1 採用 
京都大学霊長類研究所・特定助

教より 

特命助教 桑畑 裕子 2016/5/1 採用 

京都大学霊長類研究所 国際共

同先端研究センター・特定研究

員より 
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6. 海外渡航（専任教員分のみ） 

 

氏名 期間 目的国 目的 

松田 一希 2016/6/16～6/29 マレーシア 野外調査・研究

連絡 

松田 一希 2016/8/22～8/29 アメリカ 国際学会参加 

松田 一希 2016/10/24～11/17 マレーシア 野外調査・研究

連絡・国際会議

参加 

松田 一希 2017/1/10～1/24 ウガンダ 野外調査 

松田 一希 2017/2/12～2/28 マレーシア 野外調査・研究

連絡・国際会議

参加 

 

 

7. 学術交流協定 

 

締結日 締結機関 

2016/6/2 京都大学高等研究院 

2016/9/2 京都大学霊長類研究所 

 

 

8. 年間スケジュール 

 

2016 年 

4 月 1 日  創発学術院設立 

5 月 18 日  第 1 回運営委員会 

6 月 2 日  開所記念式典、開所記念講演会 

7 月 4 日  第 2 回運営委員会、第 1 回創発セミナー 

9 月 2 日  第 3 回運営委員会、第 2 回創発セミナー 

10 月 12 日 ひと・健康・未来シンポジウム 

12 月 14 日 第 4 回運営委員会、第 3 回創発セミナー 

2017 年 

1 月 25 日 第 5 回運営委員会、第 4 回創発セミナー 

2 月 15 日 第 1 回学術レクチャー 

3 月 6 日 第 6 回運営委員会、第 5 回創発セミナー 



 

 

 

 

 

 

 

 

  Ⅲ. 個人の教育研究活動  
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1. 研究概要 

 

(1) 松沢 哲郎 

チンパンジーとヒトを対象として、比較認知発達研究を総合的におこなった。

認知機能の解析として、コンピューター課題や対象操作課題など各種認知課題

をおこなった。主として、数系列学習、色と文字の対応、視線の認識、顔の知

覚、注意、パターン認識、視覚探索、カテゴリー認識、物理的事象の認識、視

聴覚統合、触覚認知、情動認知、運動知覚、行動の同調などの研究をおこなっ

た。加えて、西アフリカ・ギニアのボッソウと、東隣のニンバ山とコートジボ

ワール領内、西隣のディエケの森、南隣のリベリア領内で、野生チンパンジー

の行動と生態を調査し、記録の解析をおこなった。また、「緑の回廊」と呼ぶ

森林再生研究も継続して実施した。 

 

(2) 森 重文 

代数幾何は、代数多様体という代数的な図形を研究する。代数多様体は爆発と

いう操作で酷似した（双有理同値な）代数多様体を幾つでも作ることが出来

る。双有理同値なものに共通した性質を研究するのが双有理幾何である。その

中心的位置にある極小モデル理論は、与えられた代数多様体に基本的な変換を

施し、極小モデルなどの出来るだけ簡単な代数多様体にして研究する。3 次元

では理論は完成しているが、4 次元以上では完全には完成していない。森は、

３次元において２次元と同程度に理解できるように、その基本的な変換を具体

的に分類する研究を行っている。2016 年度はその中で IIA 型と呼ばれる変換の

分類と具体例の構成を行い一部を出版した。 

 

(3) 山本 尚 

0.01 モル％以下の触媒量で、回収可能な、生体に安全な触媒を用い、高い反応

性を持ち、同時に完全な立体制御が可能で、炭素骨格を 99％以上の光学純度で

構築するプロセス開発を目指してきた。言い換えれば、小分子ケムザイム（化

学酵素）創成を究極の目標として進めてきた。本年度は、典型金属、遷移金

属、あるいは最小のルイス酸であるプロトン（ブレンステッド酸）を用いた触

媒設計と、それを用いる不斉合成、特に炭素－炭素不斉合成の新触媒開発を目

指し、研究を進めた。既存の酸触媒を鍵とする化学合成は無数である。しか

し、必要触媒量は多く、不斉合成も実用的とは言えない。真に有効な分子性酸

触媒を開発し、高い反応性と選択性を併せ持つ、分子性酸触媒を設計・合成
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し、既存反応の革新に繋がる新反応開発行った。同時にその不斉触媒で様々な

不斉炭素－炭素結合合成を展開した。 

 

(4) 安藤 隆穂 

科研費による研究「自由主義と自由の制度化とその相互作用」を中心に研究活

動を行った。主に三つの分野で構成され、第一は、「ウエストファリア体制期

以降の主権理論の発展と自由主義の成立との関係」について、第二は、「フラ

ンス革命期に前後する時期の独仏思想交流と自由主義の成立」について、第三

は、「東アジア思想交流における自由と公共」についてが主題である。成果発

表としては、「スタール夫人と西欧近代」を課題とする公開研究会(一橋講堂会

議室、2017 年 3 月 23 日)、名古屋大学高等研究院レクチャー「東アジア思想交

流史の課題」(名古屋大学、2016 年 12 月 15 日)、公開研究会「河合栄次郎とそ

の思想」(東京芸術大学、2017 年 2 月 24 日)などを開催した。また、今年度は出

版に至らなかったが、公共圏の思想史を主題とする、二冊の著書の執筆に全力

を投入した。 

 

(5) 福井 弘道 

地域から地球の多様な空間スケールで持続可能性を追求するには、特定の分野

に留まらない学際研究や社会の多様なステークホルダーの連携・協働が不可欠

である。デジタルアースは、サイバースペース上に構築される俯瞰型情報基盤、

多次元・多解像度で表現された地球であり、持続可能な地球の将来を考えるため

に、環境・災害等の「問題複合体」を解題する共同実験室、コミュニケーション

のプラットフォームとして利用が期待される。今年度もデジタルアースの構築

とその活用について研究を行うとともに、創発学術の創成基盤を模索した。 

 

(6) 津田 一郎 

脳のダイナミックな活動状態と心の関係に関する数理モデルに対して、拘束条

件付き自己組織化理論を提案した。その具体的な応用として、神経回路網なら

びにニューロン（神経細胞）の機能分化、構造分化に関する数学モデルを構築

することで大脳皮質の機能分化に対する神経機構の解明に向けて一歩を踏み出

すとともに、ニューロンの起源に対する進化的な理解を深めることができた。

さらに、レビー小体型認知症の患者が経験する複合型視覚性幻覚の数理モデル

を作り、幻覚の神経機構にアセチルコリンリセプターが関係する可能性を示唆

した。また、てんかん患者の脳波データの解析をカオス力学系のテクニックを

使って行い、発作時の脳波に低次元力学系の構造が埋め込まれていることを発

見した。これにより、てんかん発作の制御可能性が示唆された。 
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(7) 辻本 雅史 

個人研究としては、独自に設定した「知の伝達メディア」という視点から、お

もに日本近世の学問・学習の方法論を分析し、近世思想家における「知の作り

方」を分析した。なかでも貝原益軒の『和俗童子訓』に見える学習論の分析を

行った。さらに益軒の知の発信としての平易な日本語による出版活動に注目

し、それを、石田梅岩とその後継の石門心学の、口語話法（声）による「講

釈」「心学道話」という知の発信のあり方と比較した。他方、台湾大学日本研

究センター執行委員として、日本研究を日本の「外部」から研究することの意

義を考察し、それを、日本国内の日本研究とは異なる文脈をもつ「国際日本

学」と称し、その理論構築を試み、併せて台湾、韓国、中国など東アジアの学

術組織や学会と連携する国際ネットワークの構築に努めた。 

 

(8) 松林 公蔵 

約 12 年にわたって長期縦断研究をおこなっている高知県土佐町在住高齢者に

関する健康長寿計画を継続した。内容としては、地域在住高齢者の生活習慣病

の管理、Activities of Daily Living (ADL)、Quality of Life (QOL)の評価とともに、

最近注目されている高齢者の Frailty 調査を実施した。国外研究としては、ブー

タンの複数地域に若手研究者を派遣して、地域に即した高齢者ヘルスケア・デ

ザインの構築を企画・展開した。約 17 年間継続しているニューギニア（イン

ドネシア・西パプア）に多発する神経難病に関する実態調査を実施して、時代

とともに変化する病型の変遷を検討した。 

 

(9) 長谷川 壽一 

ヒトおよび動物（ニホンザル、ウマ、カラス）を対象にして以下の研究を行っ

た。ヒトについては、１）自閉症児と定型発達児を対象に、心の知覚と道徳性

判断に関する実験研究。２）幼児期における共感と利他性の関係に関する研

究。具体的には園児における評価型間接互恵性および最後通牒課題に関する研

究。３）自己効力感の神経基盤と動機づけの役割、４）相利的な協働行動によ

る利他行動の促進、動物については、４）ニホンザルの毛づくろいの互恵性と

オキシトシン多型に関する研究、５）ウマにおけるヒトの感情表出に対するク

ロスモーダルな認知、５）ニホンザル幼体の遊びに関する定量的解析、６）ハ

シブトガラスの性差の発達に関する定量的研究、を行った。 

 

(10) 矢野 誠 

本年度は、「市場の質」の経済学の構築に向けて研究を進めるなかで，2008 年夏
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に起きた世界金融危機に関して、「市場の質」という観点から新たな分析を行っ

た。この分析を通じ、日米の金融政策の誤り、金利裁定理論の過信、証券格付の

誤り、などが互いに連動して、ＣＤＳ市場の数量バブルを形成したことを明らか

にした。ＣＤＳ市場でのバブルの形成は金融市場における市場の質の低下に起

因しているとみることができ、このバブルの崩壊が金融危機の直接の原因とな

ったと考えられる。価格が無制限に上昇する通常のバブル（価格バブル）と比べ、

今回のバブルは取引数量が無制限に上昇したことに特徴がある。価格情報と比

べると、数量情報の把握は非常に困難であり、そのためバブルの存在の確認が遅

れ、極めて大きな金融危機につながったと考えられる。 

 

(11) 土井 隆雄 

人類が宇宙に持続的に展開していくための学問「有人宇宙学」の創出をめざ

し、教育研究活動を実践した。有人宇宙学は、「人間－時間－宇宙」を繋ぐ新

しい総合科学であり、時間スケールにより 4 つの進化過程：宇宙の進化、生命

の進化、文明の進化、宇宙開発の進化を規定する。教育活動において、有人宇

宙活動のために基礎教育プログラムを構築し、関連する学問の体系化を行っ

た。研究活動として、系外惑星観測システムを京都大学花山天文台に設置し、

系外惑星の探査・観測を開始した。また、宇宙における新しい資源としての木

材利用の可能性を調べる研究チームを編成した。この研究成果は、宇宙におけ

る樹木の生育条件を探る研究へと発展する予定である。 

 

(12) 幸島 司郎 

イルカ、アザラシ、ゾウ、バク、シベットなど、様々な野生動物を対象とし

て、その行動と生態、保全に関する研究を総合的におこなった。行動学的研究

として、アザラシ類、アジアゾウ、シャチ、バクなどの音声バリエーションを

明らかにし、行動との関係解析から各音声の機能を推定する研究や、アマゾン

カワイルカの発する超音波を手掛かりに水中行動や環境利用を明らかにする研

究をおこなった。生態学的研究としては、ボルネオ島でシベット類の採食生

態、オランウータンの個体群密度変動に関する研究を行った。保全研究として

は、アマゾンにおいて、絶滅危惧種であるマナティーの野生復帰事業と野生復

帰個体の行動研究を継続して実施した。加えて、氷河生態系の生物に関する研

究も行った。 

 

(13) 松田 一希 

2005 年より、マレーシアサバ州のスカウ村、アバイ村を拠点とした霊長類（特

にテングザル）の長期観察プロジェクトを行っている。本プロジェクトでは、
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テングザルの社会生態、採食生態、行動生態の観点から研究を進めている。ま

た、テングザルと同所的に生息している他の昼行性霊長類（オランウータン、

テナガザル、カニクイザル、ブタオザル、シルバーラングール）や地上性哺乳

類（ヒゲイノシシ、サンバー、マメジカなど）の基礎的な生態・社会の研究も

同時に行っている。テングザルでみられる重層社会の内部構造を明らかにする

プロジェクトにおいては、遺伝子解析のための糞サンプルの採取が完了し、予

備実験を実施する段階まで推し進めることができた。また、霊長類の前胃内、

腸内細菌叢と食性の関係性を探る研究についても、遺伝子実験を終了した。ま

た本年度から、テングザルの鼻サイズの性的二型の進化過程を探るためのプロ

ジェクトを野生と飼育下の個体を対象に開始した。上記の東南アジアでの活動

に加え、ウガンダ共和国カリンズ森林保護区に生息する霊長類の研究も実施し

た。2012 年より行っているゲレザの生態調査と、対象群の移動範囲内の植物フ

ェノロジー調査を本年も継続して行った。加えて、本種の食物選択性（特に葉

の選択性）を明らかにするため、葉の栄養分析、強度の測定を行った。 

 

(14) 桑畑裕子 

霊長類における母子関係とその発達的変化に関する比較発達科学的研究に取り

組んだ。特に、授乳行動とそれが乳幼児の身体的、認知的発達に及ぼす影響に

焦点を当てた。2016 年度は予備的調査として文献をもとに資料収集をするとと

もに、関連分野の研究者と綿密な打ち合わせをおこない実現可能な研究計画を

策定した。さらに、京都大学霊長類研究所および日本モンキーセンターにて、

チンパンジー、マカクザルの母子関係について予備的観察をおこなった。加え

て、教育活動の一環として、霊長類の行動学、心理学に興味のある本学学生を

募り、京都大学霊長類研究所と日本モンキーセンターにおいて研修をおこなっ

た。 

 

2. 研究業績 

 

(1) 書籍 

長谷川寿一 (2016) 動物は正直者かだまし屋か？ー動物のコミュニケーション

の多様性ー. 中島平三編 ことばのおもしろ事典, 朝倉書店 pp 194-200.  

長谷川寿一, 長谷川眞理子 (2017) 伊藤嘉昭先生の思い出. 辻和希編 生態学

者・伊藤嘉昭伝 もっとも基礎的なことがもっとも役に立つ, 海游舎 pp 

171-176. 

津田一郎 (2016) 脳のなかに数学を見る. 共立出版 pp 150. 

Tsujimoto M, Yamasaki Y (2017) The History of Education in Japan (1600-2000). Series: 
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Routledge Studies in Educational History and Development In Asia. Routledge, 

London & New York pp 176 

Tsujimoto M (2017) Introduction, chap.1; Formation and Growth of an Education-Based 

Society:1600-1868．In: Tsujimoto M, Yamasaki Y (eds) The History of Education 

in Japan (1600-2000), Routledge, London & New York pp 1-33. 

辻本雅史 (2016)『実験国家』ブータンの挑戦. 杉本均編 ブータン王国の教育変

容―近代化と「幸福」のゆくえ―. 岩波書店, 東京 pp 1-7. 

辻本雅史 (2016) 日本儒學的政治主體之形成. 潘朝陽主編 政道與治道：儒家的政

治觀. 国立台湾師範大学出版中心, 台湾台北 pp 347-361. 

辻本雅史 (2016) 道. 米原謙編著 「天皇」から「民主主義」まで―政治概念の歴

史的展開 第 9 巻. 晃洋書房, 京都市 pp 71-94. 

辻本雅史 (2016) 貝原益軒和《大学》（中文翻訳：王起）. 劉岳兵主編 日本儒学

与思想史研究－王家驊先生紀念専輯－.  天津人民出版社, 中国・天津市 pp 

62-73. 

矢野誠, 古川雄一 (2016) 市場の質と現代経済. 勁草書房 pp 251. 

矢野誠, 古川雄一 (2016) 市場の質理論. 矢野誠, 古川雄一編 市場の質と現代経

済. 勁草書房 pp 1-7. 

矢野誠, 古川雄一 (2016) 発展途上国における市場の質と市場インフラ. 矢野誠, 

古川雄一編 市場の質と現代経済. 勁草書房 pp 43-60. 

矢野誠, 古川雄一 (2016) 市場の質の経済動学. 矢野誠, 古川雄一編 市場の質と

現代経済. 勁草書房 pp 141-150. 

 

(2) 学術論文 

Arroyo A, Hirata S, Matsuzawa T, Torre Ide-la (2016) Nut cracking tools used by captive 

chimpanzees (Pan troglodytes) and their comparison with early stone age 

percussive artefacts from Olduvai Gorge. PLoS ONE 11(11): e0166788. doi: 

10.1371/journal.pone.0166788. 

Bernard H, Bili R, Matsuda I, Hanya G, Wearn OR, Wong A, Ahmad AH (2016) Species 

richness and distribution of primates in disturbed and converted forest landscapes 

in northern Borneo. Tropical Conservation Science 9. doi: 

10.1177/1940082916680104. 

Bhadra S, Yamamoto H (2016) Catalytic asymmetric synthesis of N-Chiral Amine 

Oxides. Angewandte Chemie International Edition 55: 13043-13046. doi: 

10.1002/anie.201606354. 

Bryson-Morrison N, Tzanopoulos J, Matsuzawa T, Humle T (in press) Activity and 

habitat use of chimpanzees (Pan troglodytes verus) in the anthropogenic landscape 

http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0166788
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of Bossou, Guinea, West Africa. International Journal of Primatology. doi: 

10.1007/s10764-016-9947-4. 

Chang NY, Kimura Y, Ishimoto Y, Wada T, Fukutomi E, Chen WL, Sakamoto R, 

Fujisawa M, Okumiya K, Matsubayashi K (2016) Relatinship beween oral 

dysfunction, physical disability, and depressive mood in community-dwelling 

elderly adults in Japan. Journal of the American Geriatrics Society 64: 1734-1735. 

doi: 10.1111/jgs.14211. 

Chen W, Fukui H, Doko T, Liu C, Feng Q, Gou P, Shi R (2017) Three glacial lakes 

(Rongbuk, Karda, Imja) change data at the foot of Mt. Everest, Himalaya. Journal 

of Global Change Data and Discovery, Chinese Academy of Sciences. 

Collerton D, Taylor JP, Tsuda I, Fujii H, Nara S, Aihara K, Katori Y (2016) How can we 

see things that are not there? Current insights into complex visual hallucinations. 

Journal of Consciousness Studies 23: 195-227. 

Dastidar KG, Yano M (2017) Corruption, market quality and entry deterrence in 

emerging economies. RIETI Discussion Paper Series 17-E-010. 

福井弘道, 渡部展也 (2016) 埋蔵文化財の情報基盤. 不動産学会誌 30: 56-63. 

Gati W, Yamamoto H (2016) Second generation of Aldol reaction．Accounts of Chemical 

Research 49: 1757–1768. doi: 10.1021/acs.accounts.6b00243. 

原理史, 福井弘道, 岡本肇, 清本三郎 (2017) 当事者の都合を配慮した環境コミ

ュニケーションによる動機付け効果の分析～エコ交通アドバイス活動を

例として. 環境共生 30: 73-80. 

Hirosaki M, Okumiya K, Wada T, Ishine M, Sakamoto R, Ishimoto Y, Kasahara Y, 

Kimura Y, Fukutomi E, Chen WL, Nakatsuka M, Fujisawa M, Otsuka K, 

Matsubayashi K (in press) Self-rated health is associated with subsequent 

functional decline among older adults in Japan. Geriatrics & Gerontology 

International. 

Hockings KJ, Yamakoshi G, Matsuzawa T (in press) Dispersal of a human-cultivated 

crop by wild chimpanzees (Pan troglodytes verus) in a forest-farm matrix. 

International Journal of Primatology. doi: 10.1007/s10764-016-9924-y. 

Honryo T, Yano M (2016) Obscurantism in the Fukushima nuclear accident and a 

neologism-proof equilibrium. Market Quality Discussion Series 2015-0s04, 2016. 

Inoue E, Ogata M, Seino S, Matsuda I (2016) Sex identification and efficient 
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larvatus). Mammal Study 41: 141-148. doi: 10.3106/041.041.0304. 

Inoue Y, Kiyonari T, Saito A, Hasegawa T (2016) General trust and preference of 

universalistic versus parochial partners. International Journal of Psychology 51: 

http://dx.doi.org/10.1007/s10764-016-9947-4
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松沢哲郎 (2016) 「日本モンキーセンター創立 60 周年」 科学 12 月号. 

松沢哲郎 (2016)「現地調査担う人材育てる」 チンパンジーと博士の知の探検, 

日本経済新聞朝刊 4 月 3 日. 

松沢哲郎 (2016)「体験が学問の形を作る」 チンパンジーと博士の知の探検, 日

本経済新聞朝刊 4 月 10 日. 

松沢哲郎 (2016)「南米で人間の進化考える」 チンパンジーと博士の知の探検, 
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日本経済新聞朝刊 4 月 17 日. 

松沢哲郎 (2016)「地震恐れたチンパンジー」 チンパンジーと博士の知の探検, 

日本経済新聞朝刊 4 月 24 日. 

松沢哲郎 (2016)「母親と息子 一生の強い絆」 チンパンジーと博士の知の探

検, 日本経済新聞朝刊 5 月 1 日. 

松沢哲郎 (2016)「外からの目でヒト探る」 チンパンジーと博士の知の探検, 日

本経済新聞朝刊 5 月 17 日. 

松沢哲郎 (2016)「人の心 脳の働きで理解」 チンパンジーと博士の知の探検, 

日本経済新聞朝刊 5 月 8 日. 

松沢哲郎 (2016)「登山と科学研究の共通点」 チンパンジーと博士の知の探検, 

日本経済新聞朝刊 5 月 15 日. 

松沢哲郎 (2016)「地道な観察 先端研究の礎」 チンパンジーと博士の知の探検, 

日本経済新聞朝刊 5 月 22 日. 

松沢哲郎 (2016)「チンパンジー介護の 10 年」 チンパンジーと博士の知の探検, 

日本経済新聞朝刊 5 月 29 日. 

松沢哲郎 (2017)「子どもの風景」, 道標 ふるさと伝言, 愛媛新聞朝刊 1 月 8 日. 

松沢哲郎 (2017)「１５０年の時を想う」 道標 ふるさと伝言, 愛媛新聞朝刊 2

月 12 日. 

松沢哲郎 (2017)「アイの描いたスカーフ」 道標 ふるさと伝言, 愛媛新聞朝刊 

3 月 19 日. 

森重文 (2016) 「見えない世界に自由を描く 対談 森重文×中村桂子」 生命

誌ジャーナル. 

山本尚 (2017 ) ロジャー・アダムス賞の受賞が決定（授賞式：2017 年 4 月 4 日・

サンフランシスコ）. 

矢野誠 (2016) シンポジウム「科学技術とイノベーション政策」採録記事, 文理

の融合が後押しする新たな社会構造への変革. 日本経済新聞夕刊. 

矢野誠 (2016) シンポジウム「文理融合とエビデンスベースポリシーの推進」採

録記事, 政策の有効性を確保する専門分野の知見の集積を. 日本経済新聞

夕刊. 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

  Ⅳ. 創発学術院の研究教育活動  
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創発学術院では、専任教員が中心となって研究教育活動の一環として、創発

セミナーと学術レクチャーを開催している。創発セミナーは、異なる分野の研

究者間の意見交換の場であり、気軽に意見交換ができる、20－30 人程度の小規

模なセミナーで、隔月で開催している。今年度は 4 度開催した。また、学術レ

クチャーという、創発セミナーよりもより専門性が高く、主に学生への講義ス

タイルを意識した研究教育活動も開始した。 

 

1. 創発セミナー 

第 1 回 創発セミナー 

日時：2016 年 7 月 4 日（月）15 時 30 分～17 時 30 分 

会場：創発学術院（16 号館 10 階） 

講師：津田一郎 教授（北海道大学教授、中部大学客員教授） 

タイトル：カオスの数学で読み解く脳と心のダイナミクス：複雑系科学からの

アプローチ 

 

要旨 

物理学は自然現象の本質を物理法則という形で取り出し、宇宙、自然に対する

人類の理解を深めるのに貢献してきた。他の自然科学もそれぞれ自然を理解す

る独自の方法論を提供してきた。経済学・社会学さらに認知科学は人間の行動

の集合としての社会現象とそれを支

える社会構造を記述することで人間

の認知活動への理解を深めるという

寄与をしてきた。数学は 20 世紀前

半以降、その内部で自律運動を繰り

返すことで独自の発展を遂げてき

た。最近では諸分野との連携を強化

することで更なる発展が見込まれて

いる。さらにその根本を見れば、数

学は人々の欲求（心の動き）を外在

化させるための普遍的な表現として

歴史に現れたと見ることもできる。

私は一般に数学という学問は人の

心、それも抽象化された普遍的な心

の表現だと理解している。このよう

な観点から、脳のダイナミクスは抽

象化され普遍化された心が個々の脳  
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という生物学的器官を通過するときに現れる心の痕跡であると考えるようにな

った。脳のダイナミクスに埋め込まれた数学を抜き出すことで、脳活動を支配

する心の法則を発見することができると考えて研究を進めてきた。本セミナー

では、この心と脳のダイナミックな過程において脳の中に埋め込まれた数学的

構造を抜き出す一つの試みを紹介する。私たちは脳を複雑系の典型的な系と捉

えてきたので、まずは複雑系科学の歴史を振り返る。次に、脳ダイナミクスの

カオス力学系による理解について議論する。脳の病態を解明するための数理科

学からの挑戦にも触れたい。 

参加者数：45 名 
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第 2 回 創発セミナー 

日時：2016 年 9 月 2 日（金）15 時 30 分～17 時 30 分 

会場：創発学術院 （16 号館 10 階） 

講師：山本尚 教授（総合工学研究所、分子性触媒研究センター、創発学術院） 

タイトル：破壊的イノベーションとしての触媒化学 

 

要旨 

イノベーションは「破壊的イノベーション」と「持続的イノベーション」に分け

られる。破壊的イノベーションとは既存の科学技術や社会制度を破壊し、全く新

しいシステムに   塗り替えることができるイノベーションであり、これによって

それまでの社会の在り方を一変させるものである。昭和後期の我が国勃興期に

は、こうした日本発の破壊的イノベーションが次々と誕生し全世界に大きな変革

をもたらした。例を挙げると、ウオークマンや製鉄技術等である。残念ながら、

平成に入ってから、守りに入り、我が国発の破壊的イノベーションは影を潜め

た。十分には認知されているとは

言えないが、今世紀に入って、当

量反応であった化学プロセスは、

そのほとんどが触媒反応に塗り替

えられている。触媒は化学におけ

る典型的な破壊的イノベーション

であり、文字通り、触媒は旧来の

化学を塗り替えることが可能であ

る。必要な物質量が極端に少な

く、また、廃棄物が出ない。さら

には省エネルギーとなっているか

らだ。今、触媒を駆使した化学産

業は、さらにフロー・システムを

導入し、化学工場の景色までもが

一変している。講演ではそうした

触媒が起こしつつある世界的な化

学イノベーションと、それに対す

る私たちの試みについてお話しす

る。 

参加者数：35 名 
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第 3 回 創発セミナー 

日時：2016 年 12 月 14 日（水）15：30～17：00 

会場：創発学術院 （16 号館 10 階） 

講師：安藤隆穂 教授（中部大学研究推進機構副機構、中部大学創発学術院） 

タイトル：公共圏の思想史の樹立をめざして 

 

要旨 

「公共圏の思想史」という学問分野の樹立を目指しているものとして、「公共

圏」とはそもそもどのようなものかについて、解説したいと思います。「公共

圏」という言葉は、近年、ジャーナリズムなどでもよく使われるようになりま

したが、まだまだその意味内容が一義的に定着したとはいえません。しかし、

市民社会などの用語とともに、

今後、ますます、重要な概念と

なっていくと思います。今回

は、まず、次の 3 点について、

お話します。１．「公共圏」と

いう概念は、いつ、何故、登場

したのか。２．「公共圏」の原

理と構造はどのようなものか。

３．民主主義や市民社会と「公

共圏」はどのような関係にある

のか。以上について、専門的研

究史をできる限りわかりやすく

紹介しながら、説明したいと思

います。続いて、「公共圏」の

持つ将来的意義について展望し

ながら、「公共圏の思想史」樹

立の必要性について述べさせて

いただきます。 

参加者数：20 名  
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第 4 回 創発セミナー 

日時：2017 年 1 月 25 日（水）15：30～17：00 

会場：創発学術院 （16 号館 10 階） 

講師：福井弘道 教授（中部高等学術研究所、国際 GIS センター、中部大学創

発学術院） 

タイトル：デジタルアース研究と”Society 5.0″ 

 

要旨 

情報化社会の本質は、サイバースペースにおける意思決定が、リアルワールド

に先導的な役割を果たすことにあるのではないでしょうか。そこで実物世界の

メタファーとして、いかに情報が欠落することなくサイバースペースを構築す

るか、またそれをどのように利用するかは大きな課題となります。それには

「デスクトップメタファー（机上隠喩）」ではなく、膨大な地理空間情報を取

り扱い、多解像度で、3 次元や時系列の地球を実時間で表現することが可能な

ツール「アースメタファ」が求められます。これを「デジタルアース」とよん

でいます。 

デジタルアースで、地球上で生

起する自然・社会現象を認知

し、地球、国土、地域、都市、

地区といったマルチスケールで

表現するとともに、その変動現

象を分析・解明し、現象のモデ

リングやシミュレーションを行

って、合意形成、計画立案や政

策形成に展開する方法論の探求

を行う研究領域を、

「GeoInformatics」とよんでいま

す。デジタルアースは、第 5 期

科学技術基本計画で進める超ス

マート社会（Society 5.0)のプラ

ットフォームとなりうるもので

す。この領域の最新の取り組み

をいくつか紹介します。 

参加者数：21 名 
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第 5 回 創発セミナー 

日時：3 月 6 日（月） 15：30～17：00 

会場：創発学術院 （16 号館 10 階） 

講師：松田一希 （創発学術院、中部高等学術研究所、京都大学野生動物研究

センター、日本モンキーセンター） 

タイトル：テングザル：ボルネオ島のジャングルにすむ不思議なサル 

 

要旨 

テングザルは、東南アジアのボ

ルネオ島にすんでいるサルで

す。名前のとおり天狗のような

長い鼻と、大きなお腹が目立つ

奇妙なサルです。15 メートルも

ある高さの木から、次々と川に

飛び込み泳いで渡る姿は圧巻で

す。そんなサルを追いかけて 12

年。森の中では、ゾウやハチに

追いかけられたり、調査小屋に

戻ってからもワニのいる川で水

浴びをしたりと色々なことがあ

りました。ボルネオ島のジャン

グルでの、楽しいけれどちょっ

と危険なテングザルの調査風

景、そして長い鼻と大きなお腹

の秘密をお話ししたいと思いま

す。 

参加者数：20 名 
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2. 学術レクチャー 

 

第 1 回 学術レクチャー 

日時：2017 年 2 月 15 日（水）15：30～17：30 

会場：クリエイティブ・ラボ B（中部大学不言実行館 5 階） 

講師：長谷川壽一 教授生（東京大学総合文化研究科、創発学術院） 

タイトル：公認心理師法と日本の心理学の将来 

参加者数：54 名 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  Ⅴ. 社会貢献   
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1. 創発シンポジウム 

 

創発学術院では、学内外に対する「目に見える」社会貢献として、「創発シンポ

ジウム」を開催している。大規模なものであり、メディア等にも広く周知し、中

部大学の学部生をはじめ、教職員や中高生、さらには一般の方々への参加を呼び

かけている。今年度は創発シンポジウムを 2 度開催した。 

 

開所記念講演 

日時：2016 年 6 月 2 日（水）16：00～17：45 

会場：不言実行館 1 階 アクティブホール 

 

開会あいさつ：飯吉厚夫 理事長（総長、創発学術院長） 

司会：松田一希 准教授（創発学術院） 

講師とテーマ 

〇森重文 特別教授（京都大学高等研究院、中部大学創発学術院） 

「楽しい数学、役に立つ数学」 

〇松沢哲郎 特別教授（京都大学高等研究院、中部大学創発学術院） 

「チンパンジーが教えてくれた人間の心」 

参加者数：500 名 

 

ひと・健康・未来シンポジウム「老いることの新発見！」 

日時：2016 年 10 月 12 日（水）13：30～16：00 

会場：三浦幸平メモリアルホール 

主催：公益財団法人ひと・健康・未来研究財団 

共催：創発学術院 

協力：応用生物学部、生命健康学部 

開会あいさつ：飯吉厚夫 理事長（総長、創発学術院長） 

司会：松田一希 准教授（創発学術院） 

 

講師とテーマ 

〇山極壽一 総長（京都大学） 

「老いの美しさの秘密を探る」 

〇松沢哲郎 特別教授（京都大学高等研究院、中部大学創発学術院） 

「チンパンジーが教えてくれた人間の老化と幸福」 

〇中村美穂 客員准教授（京都大学野生動物研究センター） 

動画で見るチンパンジーの『老人力』 

〇松林公蔵 名誉教授（京都大学東南アジア研究所） 

豊かな老いを求めて―フィールド医学の現場から― 

参加者数：632 名 
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2. 雑誌モンキーの刊行

 

創発学術院では、公益財団日本モンキーセンターが発行する雑誌「モンキー」の編

集、印刷（中部大学ドキュメントセンター利用）を全面的にサポートした。今年度は

1－4号の発行をサポートした。 

 

編集長 

伊谷原一（京都大学） 

 

副編集長 

友永雅己（京都大学） 

 

編集委員 

赤見理恵（日本モンキーセンター） 

秋山未来（京都大学） 

今井由香（日本モンキーセンター） 

江藤彩子（日本モンキーセンター） 

大渕希郷（京都大学） 

木村直人（日本モンキーセンター） 

幸島司郎（京都大学） 

齋藤亜矢（京都造形大学） 

左海陽子（京都大学） 

新宅勇太（日本モンキーセンター） 

高野智（日本モンキーセンター） 

早川卓志（京都大学） 

林美里（京都大学） 

平田加奈子（京都大学） 

平田聡（京都大学） 

松沢哲郎（京都大学、中部大学） 

松田一希（中部大学） 

湯本貴和（京都大学） 

綿貫宏史朗（日本モンキーセンター） 
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内容 

 

1巻 1号（2016年 6月） 

巻頭言（山極壽一）

日本モンキーセンターの改革（伊谷原一） 

霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院（PWS）：動物園は社会へ

の窓（左海陽子） 

連載「大型類人猿探訪」第 1回 チンパンジーに魅せられて（林美里） 

連載「サルの住む森」第 1回 熱帯雨林への招待（松田一希） 

連載「ウマ学ことはじめ」第 1回 ポルトガルの野生ウマ（平田聡） 

連載「海外生息地研修」第 1回 タンザニア・ゴンべ国立公園（高野智） 

連載「環境教育実践」第 1 回 犬山 4 中学校への「出前授業」2 年間の記録（赤見理

恵） 

変貌を遂げる野生サルの研究：ヤクニホンザル、芋焼酎、次世代シークエンサー（阿

形清和） 

日本モンキーセンターのヤクニホンザル群で観察される文化的行動（山田将也） 

日本モンキーセンターだより 

 モンキーセンター事務部、サルの生息地へ（安部由里香） 

 緑のなかで生活するチンパンジー（廣澤麻里） 

 コンゴ民主共和国での野生ボノボ調査（新宅勇太） 

第 59回・第 60回プリマーテス研究会報告（学術部） 

公益財団法人日本モンキーセンターご寄附のお願い 

 

 

1巻 2号（2016年 9月） 

巻頭言（尾池和夫） 

霊長類学とわたし・前編（湯本貴和） 

チンパンジー、イルカ、そしてウマからみた世界（友永雅己） 

ジェーン・グドールからのメッセージ（左海陽子） 

連載「大型類人猿探訪」第 2回 野生チンパンジーのすむアフリカへ（林美里） 

連載「サルの住む森」第 2回 いつか戻れる日を夢見て（松田一希） 

連載「ウマ学ことはじめ」第 2回 アルガ山で調査開始（平田聡） 

連載「海外生息地研修」第 2回 ボルネオ・ダナムバレイ森林保護区（木村直人） 

連載「環境教育実践」第 2回 「未来の研究者」高校生の体験学習（赤見理恵） 

孤高の王者・野生のユキヒョウに会う（木下こづえ） 

地獄谷・小豆島・高崎山のニホンザル（サユリ タケシタ） 
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日本モンキーセンターだより 

 大型類人猿情報ネットワークの取り組みとモンキーセンターとの連携（綿貫 

宏史郎） 

 野生から学ぶ未来の動物園（今井由香） 

 アビシニアコロブスのちょっと変わった子育て（奥村太基）

公益財団法人日本モンキーセンターご寄附のお願い 

 

 

1巻 3号（2016年 12月） 

巻頭言（伊谷原一） 

霊長類学とわたし・中編（湯本貴和） 

アマゾンのフィールドミュージアム・プロジェクト（幸島司郎） 

動物園・水族館のキュレーター（博士学芸員）育成（左海陽子） 

連載「大型類人猿探訪」第 3回 チンパンジーの心を読む（林美里） 

連載「サルの住む森」第 3回 新たなる挑戦（松田一希） 

連載「ウマ学ことはじめ」第 3回 ウマに名前をつける（平田聡） 

連載「海外生息地研修」第 3回 アマゾン研修（赤見理恵） 

連載「環境教育実践」第 3回 大学生による「授業」霊長類学初歩実習の取り組み（川

口ゆり・瀧山拓哉） 

アマゾン川でピンクのカワイルカを追う（山本友紀子） 

困ったときの友こそ真の友？－金華山のサルとシカ―（大和辻） 

日本モンキーセンターだより 

 園内のデザイン（江藤彩子） 

 カヌーを利用した新イベントへの挑戦（堀込亮意） 

 継鹿尾山から見たモンキーセンター（今井由香） 

公益財団法人日本モンキーセンターご寄附のお願い 

 

 

1巻 4号（2017年 3月） 

巻頭言（松沢哲郎） 

霊長類学とわたし・後編（湯本貴和） 

連載「ぼくはこうしてゴリラになった」第 1回 子ども時代の残像（山極壽一） 

連載「自然と芸術」第 1回 円山応挙のフィールドノート（齋藤亜矢） 

連載「大型類人猿探訪」第 4回 アジアにくらすオランウータン（林美里） 

連載「サルの住む森」第 4回 テングザルへの道のり（松田一希） 

連載「ウマ学ことはじめ」第 4回 中国でウマに乗る（平田聡） 
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連載「海外生息地研修」第 4回 車でめぐるタンザニア研修（寺尾由美子） 

連載「環境教育実践」第 4回 猿の字のつくジオサイト（尾池和夫） 

霊長類の衛生学：どうやって清潔を保っている？（セシル サラビアン） 

キリンの仔育てからみえる母親たちの社会関係（齋藤美保） 

山の写真展と講演会：松本市との連携 3年間の記録（左海陽子） 

公益財団法人日本モンキーセンターご寄附のお願い 
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